
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

えびはら直矢市政報告 

上尾市議会議員〈政策フォーラム・市民の声あげお〉 

発行人 海老原直矢 〒362-0026 上尾市原市北一丁目 14番地 9 TEL. 048-716-7323 

E-mail. ebihara116@gmail.com https://www.ebihara-naoya.com/ 

『行政改革』の目的は何か 

民間委託のあり方についても再検討していくことが必要 

令和７年９月定例会が８月２８日に開会しま

す。今定例会では６月定例会で減額補正された

総合福祉センター工事へのインフレスライド適用

のための予算の再提案など為されています。 

今回の一般質問では、上尾市の『行政改革』

のあり方について取り上げます。市のビジョンを

示す総合計画に合わせた令和７年度までを計

画期間とする計画の一つが『上尾市行政改革プ

ラン』です。この計画では、コスト削減にとどまら

ない「持続可能な行政運営」を進めると書かれ

ていますが、やはり目立つのは「効率化」「委託

化」といった文言です。 

この民間事業者の委託については、これまで

上尾市に限らず日本中の自治体で積極的に進

められてきましたが、委託化の問題も少なから

ず生まれています。上尾市においても、例えばコ

ロナ禍で中止されていた児童館における飲食の

再開について、上尾市児童館運営委員会で再

開を決定したにも関わらず、こどもの城につい

ては委託先の業者が「再開できない」としている

ために依然として禁止されており、２館ある児童

館のそれぞれで対応が異なるといういびつな状

況が生まれています。 

コスト削減や効率化ではなく、市民サービス

の向上の観点から行政改革は進められるべき

です。この視点から質問を行っていきます。 

一般質問は９月２５日（木） 午後１時００分より行います。 

傍聴にお越しください。また、インターネット中継でもご覧いただけます。 

（https://smart.discussvision.net/smart/tenant/ageo/WebView/rd/council.html） 

飲食利用が再開されたアッピーランド 

キーワード 

上尾市行政改革プラン 

令和３年から７年までを計画期間とした行政改

革のための計画。昭和時代から続いたそれまでの

行政改革とは異なり、コスト削減のみならず、「行

政サービスの向上」や「スマート自治体」に重点を

置き、改革ビジョンとして「持続可能な行政運営」

を掲げるとされている。 

データでみる 

行革プランに示された施策 

上尾市行政改革プランには数多くの民間委託の推進につ

いての施策が示されている。 

コスト削減から市民サービスの向上へ 

■民間活力の活用 
 

小学校給食料理業務の委託化 

保育所給食調理業務の委託化 

ごみ定期収集業務の委託化 

証明書発行センター業務の委託化 

図書館業務のさらなる委託化 

 



 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年９月定例会議案 

〈８２号〉一般会計予算（第５号） 
今定例会に提案されている議案についてご説明します。 

お名前 ご連絡先 

ご意見やお困りごとなど 

市政へのご意見やお困りごとがございましたらお気軽にご連絡ください →FAX 048-677-1676 

昭和６２年１２月３日生まれ。 
●上智大学法学部卒 
●首都大学東京社会人類学教室修了。 
国連 UNHCR協会職員などを経て、 
衆議院議員公設第一秘書を務める。 

大学在学中に市民団体を設立し、子どもたちの放課後を考える団体
や演劇教育を推進する団体など複数の団体の運営に携わってきた。
２０１７年、上尾市議会議員に当選（現在３期目）。都市整備消防常任
委員会委員、議会運営委員会委員、上尾、桶川、伊奈衛生組合議員、
環境審議会委員など。家族：妻、長男（９才）、長女（８才）、次男（６才） 

えびはら直矢プロフィール 

①公共の役割 ②自治体戦略 質問予定 

令和７年９月定例会一般質問 市民の声を形に 

給食センター 

（神奈川県寒川町） 
 
中学校給食の開始を契機

として給食センターを新

設。町直営で運営されて

おり、センター化による課

題の解消に努めている。 

総合福祉センター大規模改修事業の請負金額の変更 

予算額 3,60１万４千円（増額分） 

ごみの戸別収集 

（神奈川県藤沢市） 
 
今年度全品目の戸別収集

に向けた実証を開始。 

直営・市が出資する企業

が収集作業を行っている

ことで安価に。 

８月に会派『政策フォーラム・市民の声あげお』で神奈川県の各自治体の視察を行いました。 

これらの自治体への視察は、行政改革や民間委託のあり方に検討が必要であると考えさせられるものでした。 

ぜひ、皆さんのご意見もお聞かせいただければと思います。 
 
〈インターネット中継〉

https://smart.discussvision.net/smart/tenant/ageo/WebView/rd/council_1.html 

インフレスライド条項の適用について、機械設備工事の請負金額を変更。 

６月定例会提案時の工事額 今回提案された工事額 

7,927万円 ６,７２５万円 

上尾市における状況 

行政改革プラン・上尾市学校給食施設基本計画に 

より、学校給食は外部委託を基本として検討される。 

ごみの収集はすでにごく一部を除いて委託化され 

ており、戸別収集への転換は非常に困難。 


